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山

人
形
山

花
火
花
火

　
多
久
山
笠
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
が
、
迫
力
満
点

の
お
よ
そ
7
5
0
発
の
花
火
で
す
。

　
多
久
山
笠
2
日
目
の
夜
9
時
か
ら
打
ち
上
げ
が
始
ま

り
、
会
場
周
辺
沿
道
の
観
客
の
目
を
引
き
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、来
場
者
か
ら
は
、

打
ち
上
げ
の
度
に
ど
っ
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
美
し
く
、迫
力
あ
る
花
火
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
華
や
か
な
飾
り
付
け
で
来
場
者
を
魅
了
す

る
東
西
2
基
の
『
人
形
山
』。
高
さ
は
6
・
5

メ
ー
ト
ル
で
、
重
さ
は
約
2
ト
ン
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
山
の
正
面
で
あ
る
『
表
』
と
、
背

面
の
『
見
送
り
』
が
あ
り
、
武
者
人
形
と
趣

向
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
は
毎
年
地
元
の
み

な
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
園
児
や
会
員
に
よ
る
太
鼓
、
鉦
、

笛
な
ど
に
よ
る
山
囃
子
、
大
勢
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
「
エ
ン
ヤ
ー
、
エ
ン
ヤ
ー
」
の
掛
け
声

が
山
の
運
行
に
華
を
添
え
ま
す
。
山
囃
子
が

演
奏
す
る
曲
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た

も
の
で
、
豊
作
を
喜
び
、
祝
い
、
感
謝
す
る

思
い
が
込
め
ら
れ
た
奉
納
音
楽
芸
能
で
す
。

　
多
久
山
笠
若
衆
会
は
、
提
灯
山
の
運
行
や
運
営
、
曳

き
廻
し
や
、
組
立
競
争
な
ど
伝
統
あ
る
山
笠
を
支
え
て

い
ま
す
。三
角
・
四
角
提
灯
山
そ
れ
ぞ
れ
取
締
、若
衆
頭
、

組
手
、
囃
子
、
華
頭
、
曳
き
手
で
あ
る
若
衆
な
ど
総
勢

64
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
衆
会
に
は
、

平
成
22
年
か
ら
女
性
会
員
が
新
た
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
衆
歴
4
年
の
副
島
未
樹
さ
ん
（
写
真
右
）
は
、「
先

輩
の
動
き
を
見
て
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
女
性
だ
け
の
山
を
作
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

す
。
今
年
か
ら
参
加
の
永
川

美
優
さ
ん
は
、「
小
学
生
の
時

人
形
山
を
曳
い
て
い
ま
し
た
。

毎
年
ず
っ
と
続
け
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
勇
壮
な
提
灯
山
の
組
立
競
争
は
、
多
久
山

笠
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
三
角
提
灯
山
は

2
0
1
個
、
四
角
提
灯
山
は
2
4
0
個
の
提

灯
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
山
の
重
さ
は
1
・
5

ト
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
、
山
の
運
行
を
担
う
4
人

の
若
衆
頭
、
艶
や
か
な
音
色
を
響
か
せ
る
3

人
の
囃
子
、8
人
の
組
み
手
、
山
の
前
後
に

2
人
ず
つ
付
く
華
頭
、
そ
し
て
お
よ
そ
12
人

の
曳
き
手
な
ど
、
一
つ
の
山
が
総
勢
お
よ
そ

30
人
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
提
灯
山
を
支
え
る
の
が
、
多
久
山

笠
若
衆
会
で
す
。
若
衆
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年

7
月
中
旬
か
ら
提
灯
山
の
山
車
の
点
検
や
整

備
、
組
立
練
習
を
夜
7
時
頃
か
ら
荕
原
公
民

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
夏
の
恒
例
行
事
で
あ
り
、
多
久
市
内
最

大
の
夏
祭
り
、『
多
久
山
笠
』
が
今
年
も

8
月
15
日
、
16
日
に
多
久
駅
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
豪
華
絢
爛
な
人
形
山
2
台
、
勇
壮
な
提

灯
山
2
台
が
笛
や
太
鼓
の
音
色
を
響
か
せ

な
が
ら
多
久
駅
周
辺
を
練
り
歩
き
ま
す
。

若
衆
会
に
よ
る
提
灯
山
の
組
立
競
争
や
曳

き
廻
し
は
豪
快
で
勇
壮
で
す
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は
お
よ
そ
7
5
0
発
の
花
火
が
打
ち

上
が
り
、
多
久
の
夏
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

▲華やかで迫力のある人形山と、
　会場周辺を練り歩く地元のみなさん ▲夏の夜に煌々と輝き、祭りの熱気を伝える

　三角提灯山と四角提灯山

▲迫力満点の提灯山の曳き廻し
（上）と、組立練習を行う会員（右）
練習の積み重ねで本番に臨みます

▲昭和23年当時の荕原山笠
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大
正
末
　
　
荕
原
「
天
徳
寺
」
開
祖
に
よ
る
「
天
徳

大
師
祭
り
」
の
協
賛
行
事
と
し
て
盆
綱

引
き
（
8
月
20
日
、
21
日
）
が
行
わ
れ

て
い
た

昭
和
23
年
　
当
時
の
荕
原
消
防
団
長
東
郷
七
蔵
氏
は

じ
め
数
名
で
囃
し
方
を
結
成
し
荕
原
山

笠
祭
り
が
始
ま
る

昭
和
30
年
　
荕
原
消
防
と
砂
原
消
防
が
合
併
し
て
、

砂
原
区
も
荕
原
山
笠
に
参
加

昭
和
33
年
　
再
び
荕
原
区
の
み
で
運
行
開
始

昭
和
55
年
　
初
代
荕
原
式
担
ぎ
三
角
提
灯
山
笠
を
製
作

三
角
提
灯
山
笠
1
台
と
人
形
山
笠
1
台

で
運
行

昭
和
60
年
　
四
角
提
灯
山
を
製
作

昭
和
62
年
　
砂
原
区
が
荕
原
山
笠
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、「
多
久
山
笠
祭
り
」
に
名
称

を
変
更

　
　
　
　
　
人
形
山
2
台
、
四
角
提
灯
山
1
台
で
運

行
開
始

平
成
19
年
　
三
角
提
灯
山
を
1
台
新
調
し
て
、
提
灯

山
笠
２
台
、
人
形
山
笠
2
台
、
合
計
4

台
で
運
行
開
始

▲

昭
和
50
年
頃
の
山
車

　
唐
津
の
浜
崎
の
人
形
師

か
ら
、
毎
年
借
り
て
山
車

を
引
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　多
久
山
笠
若
衆
会

　多
久
山
笠
若
衆
会

　
多
久
山
笠
は
、
荕

原
区
に
あ
る
天
徳
寺

に
由
来
す
る
ま
つ
り

で
す
。

　
今
後
は
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
と
組
み
合

わ
せ
て
老
若
男
女
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

め
る
ま
つ
り
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
山

笠
の
『
笠
』
は
踊
り
で
被
る
編
み
笠
を

意
味
し
て
お
り
、
踊
り
と
リ
ン
ク
し
て

い
る
ん
で
す
。
今
後
は
、
荕
原
区
、
砂

原
区
の
み
な
ら
ず
、
多
久
市
全
体
を
巻

き
込
ん
で
多
く
の
市
民
が
集
う
ま
つ
り

に
し
た
い
で
す
ね
。

老
若
男
女
が
集
う
ま
つ
り
に

老
若
男
女
が
集
う
ま
つ
り
に

山
笠
を
支
え
る

山
笠
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　ヒ
ト

　
　
　
　
　
　ヒ
ト

多
久
山
笠
保
存
会
　

鳥
井
　
勝
久 

会
長

▲「ヨイトサー、ヨイト
サー」の掛け声で手際よ
く提灯山の組立披露をす
る若衆のみなさん !!

▲「ヨイトサー、ヨイト
サー」の掛け声で手際よ
く提灯山の組立披露をす
る若衆のみなさん !!
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■
日
時
　
8
月
15
日
㈭
、
16
日
㈮
　
18
時
〜

■
場
所
　
多
久
駅
北
側
周
辺

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
8
月
15
日
㈭

　
人
形
山
・
提
灯
山
運
行
　
18
時
〜
21
時
30
分

　
8
月
16
日
㈮

　
人
形
山
・
提
灯
山
運
行
　
18
時
〜
21
時
30
分

　
よ
さ
こ
い
　
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
　
18
時
〜
20
時

　
花
火
大
会
　
　
　
　
　
　
21
時
〜
21
時
30
分

■
来
場
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
両
日
と
も
会
場
周
辺
の
沿
道
は
歩
行
者
天
国

と
な
り
ま
す
。
車
で
お
越
し
の
際
は
、旧「
ハ

ロ
ー
多
久
店
」
跡
地
広
場
等
臨
時
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
65
回 

多
久
山
笠
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■問い合わせ　多久山笠委員会事務局　☎０５０−３５２７−６８９６
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